
）
　
　
　
　
　
　
驚
鍵
絶
贈
鑓
騙
喰
「
「
．
，
繋

麟
　
　
　
　
　
　
　
鑑
犠
譲
撫
犠
繋
、
騰

％
万
％
忽

0
　
0
　
6
　
4
　
0
　
0

5
　
Q
げ
　
8
　
　
　0
　
0

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
む
　
　
　
ら
　
ほ
り

　
　
　
1
2

素
数
数
数
数
数

球
係
球
板
球

色
素
血

血
色
嚇
小
血

血
赤
血
網
血
肉

％
1
1

6
5
e
0

1
0
S
8

’
　
　
’
　
　
’
　
　
”

0
　
0
　
0
　
5
　
0

F
D
　
　
　
r
O
　
1

　
　
3

核
鑑
球
球
球
球
胞

　
　
…

状
塵
酸
基
巴
細
」

継
好
聴
単
淋
瀕

白
血
球
冑
分
率

昭
　
　
　
　
　
　
麟
磁
棚
螺
媚
瑞
野
隔
蘇
獺
伽
慧
臨
鑓
灘
灘
朧
鰍

燭
　
　
　
　
　
　
　
　
慢
撫
撫
勘
誌
『
も
鎗
警
駐
　
症
豪
蹴
現
轄
㌶
擁



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
か
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ア

策
剛
綴
㈱
器
謬
　
績
…
堀
3
R
掛
…
認
鰭
搬
・
・
濫

階
硫
蝦
醐
妙
㎜
量
欄
附
　
　
槻
剛
本
淘
　

繭
％
〃
〃
〃
〃

帰
肌
伽
㎝
課
鮪
脚
綴
闇
　
綿
5
本
筋
　
賜
繭
％
〃
〃
〃
〃
薇
〃
〃

獺
鰍
羅
蟹
卿
驚
　
協
a
3
R
朴
＋
乳
儒
儲
縢
膿
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
d

沮
ゆ
蹴
妊
鳩
㎎
で
低
　
幾
弓
　
の
　
訂
6

縦
昂
β
試
際
廻
徽
　
　
続
♂
・
恥
讃
…
器
滲
量
・

細
α
鮎
ツ
酊
蹴
鞠
財
　

査
馬
μ
縞

ー
創
ー
験
沿
町
・
　
ー
…
噛
　
本
（
　
％
9
／
〃
・
〃
〃
〃
〃
澗
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
0
0
　
与
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9
0
4
、
3
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
　
　
3
　
　
　

1
3
…
　
　
1
1

轍
媚
矧
ソ
伽
礪
…
繊
縞
牲
～
…
礁
応
応
応
応
㈲
．

総
は
m
よ
置
S
3
試
あ

衣
軸
1
1
荷
排
q
，
【
舗

血
－
と
需
排
・
験
つ
イ
…
貸
㌦
反
蕩

る
確
伽
に
澱
凪
第
ン
で
　
…
鳶
グ
研
ル
【
ス
p

轍
痛
職
翻
朧
薫
二
肝
機
能
餐

呵
離
欝
卿
的
澁
∴
…
鮮
溺
鳳

　
　
　
　
　
　
…
蔭
弾
ブ
ブ
【
ブ

㌦
…
ジ
　
　
ト
ル
　
　
詫

　
　
　
　
　
　
…
蛋
ブ
。
。
〃
慨

m
ソ
E
ミ
・
μ
㌫
…
漿
ル
グ
グ
ブ
グ

　
　
　
　
　
　
…
　
　
一
　
イ
【

　
　
　
　
　
　
㎝
血
ア
α
β
フ
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
チ
セ
リ
ウ
ス
）

　
　
　
　
　
　
「
血
漿
蛋
陶

評
　
撫
鍛
獣
愚
勤
麟
職

…m
　
　
し
に
腫
液
を
・
・
陥
効
た
は
ド
叢

…
m
　
　
と
翌
閾
た
ド
に
5
－
初
併
磯
び
，
羅

｝
銘
　
搬
漸
聞
醜
吻
齢
㎞
馳
聯
蘭
漸
℃
勲
㎎

驕
　
論
麟
瓢
磁
嚇
裸
聾
畿

・
。

Q
　
謝
眠
餉
碧
靴
既
諸
勧
肌
弊
㎞
度

m
”
　
群
：
つ
㌢
潔
腕
謝
当
を
属
く
唱

…
理
㍑
鍔
御
綴
　
震
．
過
縢
日
可
次
の
・
の
投
ロ
と
た
と
，

…
　
含

藪
結
銅

…
　
鉄

…
滴
満
溜

「
　
面

｝
総
血

桝
し
後
能
㌧
状
・
投
与
の
し
の
大
2
。

禦
経
溺
翻
撫
郵
織
器
繍

沈
　
　
劫
晩
靴
妊
麟
櫨
肱
臆
課
㎎
鷹

血
　
鵡
鷹
欝
瀦
還
誉
嚇
凝

血
血
に
常
応
指
度
　
　

…

・
旧
｛
亦
2
正
反
二
軽

　
び
，
表
も
灘
十
に
゜

　
及
僧
は
率
梅
，
部
い

　
板
疋
像
分
澗
く
該
な
　

［

　
小
略
髄
百
血
．
な
，
め
　
㎝
0
0

　
血
率
骨
，
，
常
り
認
　
…
9
0

　
と
分
，
常
く
異
あ
な
　
【
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
血
街
常
正
な
に
所
変
像
…

　
畷
醐
縦
畷
鼎
欄
禰
曙
磁
…

轍
騰
蠣
塑
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
胞

　
画
四
　
籾
職
　
点
臓
　
㎝
脚
　
図
　
　
O
　
バ
　
　
紬
隅

）
軌
を
出
核
覆
常
，
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
日

繍
撒
醗
灘
灘
繭

　
血
球
球
示
で
陰
腸
の
　
｛
　
　

…
「
％
…

｝
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
…

附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
〇
　
　
　
　

…
　
　
　
　
0

　

…
　
　
　
ワ
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
・

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
8
・
0
・

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
I

｛

り
　
　
　
　
　
　
ワ
リ
　
　

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
コ
　
リ

…
O
O
O
O
O

　
　
　
　
　
　
る

｝

2
　
國

へ
　
　
　

㎝…
…
一
－
・
1
…

．
邸
．

…
髄骨

…
胞
…
球

…
田
㎝

ア
　
　
　
　
　
ヒ

｝
　
　
暫
義

「

…
塩…

…
好
…

｝
球
球
球
球
球

　薇
　
髄
核
核

コ
髄
’
　
▼

…
帽
　
偶
状
葉

「前
骨
後
桿
分

…
…

｝
　
　
球

　
　
酸

…
　
　
　
　
・

…
潟
潟
冷
護
溜
・

旧
R
）
　
］
　
4
　
8
　
パ
リ

　
　
エ
　
　
ユ

｝
　
　
　

…葡
球
鵬
鍵

『
髄
骨
状
藁

節
骨
後
揮
分

球
中

好

｝
…
2

㎜
　
．一

4

°
団
↓

一
｝

傭

｝
6

…
躰

｝
　り

幻
　
0
　
4

芦
り
　
4
　
【
D

　
1

球
胞

［
　
細

巴
燈

｝
淋
璽↑ 性

性
性

奮
染
染

　
塩
多
正

［

｝
基
董
翻
巴
細
f
巌
鵬
緬

藷
多

紅
偲
M
M
。
膿
㏄
㎎
灘
蕪

赤
球

正
「
竺

大
芽
　
　
　
　
．
　
褒
僑
順
朧
囎
諏



く

レ
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
，
晦
恥
そ
血
磯
　

上
て
な
．
腫
肝
　
　
，
癬
蝕
O
Q
蟹
ル
　
偶
イ
感

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
「
炎
，
。
，
は
。
以
め
少
脾
，
　
年
横
血
3
8
漿
工
　
の
ロ
⑭

鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
蝋
鯉
繭
蜘
囑
瞬
撫
協
し
薄
④
。
細
桝
撫
繭
．
骸
馳
励

8

過経び及
療治

の
後院

入

2
1却

ア
ー
3

1
9

1
6准〃1

3
β〃1

0

タ
8

クガタ
3

／
潮
｝

主

轟
ン物”

戸

γ蟻琳

凶

嚥
振

幽
側

　
ア
ッ

葉用更イ

C
C
c

σ
o
・
σ
，
o

＆
汽
よ

ノ
y
タ

撮
体

か　
＼

落
％
彦

9
。
U
。

@

量茉
血

2
、 、

一
、
鯉職

’
ヂ

シ

　
　
『

》
　
渉
疹

轟
榊
卿

　
　
コ

薦
帥
濃

庵
，
皇
球
数

飛

士士士十十士
好

／汐／ぷ

3
タ

4幻溜ηω
腔

　
囎
鱗
飢
騨
初
榔
榔
鰍
翻
醗
鵬
幡
轍
鵬
翻
舳
励
楓
欄
窺
剛

　
，
の
報
好
，
さ
多
関
及
に
区
て
過
，
腫
，
藩
た
゜
慢
存
又
゜

　
年
慮
を
，
が
と
，
様
に
節
と
れ
経
り
・
肝
し
沈
来
た
と
の
菌
る

　
2
4
皮
例
少
た
る
れ
ス
年
関
脾
さ
の
あ
の
暴
繁
を
つ
潤
灘
連
あ

　
1
9
，
5
減
来
あ
ら
チ
数
の
の
と
炎
で
径
を
色
加
あ
氏
病
溶
が

　
が
血
す
球
で
で
め
マ
ー
0
梢
痛
る
節
炎
指
血
に
増
で
チ
る
色
説

按
W
貧
た
中
れ
少
認
イ
ら
未
氏
来
関
節
横
貧
部
の
例
ソ
す
緑
諸

考
碗
の
来
好
ら
滅
に
ロ
か
肢
チ
出
，
関
3
と
節
ン
症
パ
用
，
の

佛
顧
搬
臓
鵬
簾
醐
醐
魏
欝
糊
蒔
灘
如
髄
郡
兀
羅
”
滴
鵜
酢
騨
鱒

灘
諜
翻
糠
難
欝
撒
禦
灘
欄
瀦
轍
麟
舗

　
群
血
，
鉦
増
，
群
，
経
多
硬
多
例
イ
硬
赤
減
特
群
態
と
疾
は

　
候
樹
て
諸
1
炎
傑
し
，
，
に
も
の
ロ
性
’
と
，
候
本
節
性
或

　
症
，
つ
，
心
節
疲
病
し
く
般
脹
潜
性
弾
％
0
0
、
常
痙
の
関
ス
，

　
本
腫
よ
後
γ
関
本
発
似
な
一
腫
著
発
，
5
0
5
0
異
」
そ
，
チ
⑨

　
　
脾
に
の
漿
性
　

に
酷
く
は
の
　
多
径
素
～
白
チ
　
発
マ
染

㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
畷
灘
謙
難
鵜
購
巖
縦
磁
腕
職
織
蹴
曜
騨

瀞
　
合
ル
ソ
　
　
日
後
の
所
と
使
痛
脹
　
球
使
゜
鉄
び
と
　
を

艘
講
謙
蝋
膿
棉
轍
繍
撚
鑑
騰
骸
誹
畑

赦
縢
盤
翻
搬
鵜
鷺
購
難
鰻
翫
瞭
甑
弊

臨
劫
麟
備
蝋
が
灘
鵬
副
力
硫
職
魁
麟
肋
蹴
加
継
ほ
証
縮
銑
購
硫

ぽ
牒
妙
弘
錫
肋
妬
力
撫
軌
融
綱
晩
購
瓜
謬
聡
瀦
撫
胤
輔
柵
齪
臆

対
餅
は
せ
5
1
と
約
，
・
よ
が
関
L
両
る
外
見
的
り
は
び
ソ
゜
急
，
み

に
剤
能
昇
は
％
は
で
宛
頃
痛
諸
日
り
す
為
所
時
変
能
及
ミ
た
は
の





　
　
@
酬﨤
ｯ
既
M
謂
講
融
耀
欝
欄

　
多
う
，
る
増
二
れ
’
脅
　

エ
使
増
の
　
て
ま

　
は
価
親
　

は
め
過
ゾ
さ
て
も
　
　
　

フ
を
数
　

と
　
　
於
　
し

　
験
を
　
事
し
の
チ
示
し
と
　
　
　
る
ソ
球
　
ソ
　

に
致

　
出
火
序
　

る
さ
葉
ル
に
加
こ
　
　
　
す
ロ
血
　

モ
　
　
会
　
謝

　
す
機
　

れ
起
前
コ
⑦
増
る
　
　
　
呈
ゾ
赤
　

ル
　
　
方
　
深

　
示
な
　
わ
を
は
ル
告
が
げ
　
　
　
を
タ
び
　
ホ
　
　
地
　
を

　
磁
欄
ほ
撒
熱
試
塑
盟
肚
　

蝕
翻
瓢
蘇
　
醐
欄

　
噺
蹴
励
陶
所
批
撚
㏄
燃
　

凱
吸
雌
徽
　
翰
調

　
係
間
　
で
に
人
為
た
の
一
　
　
　
減
二
，
　
副
…
　
科
薄

　
関
の
　
効
液
た
の
し
性
同
　
　
　
球
ド
種
　
体
゜
内

脂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
な
ぞ
　
有
繊
し
そ
加
因
と
　
　
　
血
レ
脾
　
垂
た
本
　
御

　
接
，
　
が
抽
を
，
増
内
与
　
　
　
白
ブ
，
　
下
み
　
日
　
の

　
密
は
出
リ
出
り
が
て
投
　
論
，
に
痛
と
試
圓
授

　
蹴
改
編
蹄
励
醐
輔
暁
働
砂
　

噸
期
撚
編
雛
勲
騨
鱒

　
間
通
っ
て
ア
，
倍
肢
に
ル
　
　
結
，
の
腫
つ
鉄
考
は
　
戸

　
の
を
か
し
の
し
2
四
出
ホ
　
　
　
炎
群
節
あ
消
て
旨
師

8
と
例
な
対
葉
在
の
，
摘
系
゜
　
　
節
候
関
で
血
い
　
要
。
恩

，
ソ
本
来
に
前
存
常
為
脾
質
る
　
　
関
流
，
効
て
つ
　
の
た
に

5
9
@
モ
，
出
症
体
が
正
の
く
皮
れ
　
　
憾
F
て
有
せ
に
　
稿
し
り

1
9

@
ル
が
は
本
垂
質
で
ム
如
腎
ら
　
　
慢
チ
し
に
併
連
本
俊
終
゜

　
ホ
い
窺
　
下
物
殖
ス
る
副
え
　
　
　
ル
用
加
　
関
　

報
す


